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我
牢
獄 

 
 

北
村
透
谷 

  

作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

北
村
透
谷 

本
名
は
門
太
郎
。
相
模
国
小
田
原
に
生
ま
れ
る
。
祖
父
は
藩
医
で
あ
っ
た

が
佐
幕
派
ゆ
え
に
没
落
、
父
は
東
京
に
出
て
官
立
の
昌
平
学
校
で
学
び
役
所

に
職
を
得
た
。
透
谷
が
十
二
歳
の
時
に
一
家
は
数
寄
屋
橋
近
く
に
移
り
、
後

の
雅
号
「
透
谷
」（
す
き
や→

と
う
こ
く
）
へ
と
つ
な
が
る
。
泰
明
小
学
校
で

は
校
長
に
認
め
ら
れ
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
、
卒
業
式
で
「
空
気
及

び
水
の
組
成
」
と
題
し
て
演
説
し
た
。 

卒
業
前
か
ら
自
由
民
権
運
動
に
感
化
さ
れ
政
治
家
を
目
指
し
た
。
旅
を
好

み
、
神
奈
川
県
議
会
の
臨
時
書
記
や
横
浜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
を
し

た
り
、
東
京
専
門
学
校
（
後
の
早
稲
田
大
学
）
に
入
っ
て
読
書
に
励
ん
だ
。

そ
し
て
大
矢
蒼
海
を
は
じ
め
と
す
る
三
多
摩
地
方
の
民
権
運
動
家
た
ち
と
交

わ
っ
て
、
優
勝
劣
敗
思
想
と
の
対
決
色
を
強
め
た
。
し
か
し
明
治
十
八
（
一

八
八
五
）
年
、
運
動
資
金
調
達
の
た
め
の
強
盗
へ
の
参
加
を
大
矢
に
求
め
ら

れ
て
離
脱
、
言
論
に
よ
っ
て
理
想
を
訴
え
る
道
を
模
索
す
る
。 

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
夏
、
三
多
摩
の
民
権
派
名
士
・
石
坂
昌
孝
の

娘
・
美
那
と
の
激
し
い
恋
愛
体
験
と
キ
リ
ス
ト
教
入
信
に
よ
り
、
思
想
生
活

に
一
大
転
機
を
迎
え
る
。
翌
年
の
結
婚
後
に
は
、
自
由
律
叙
事
詩
『
楚
囚
之

詩
』（
明
治
二
十
二
）
を
自
費
出
版
す
る
も
破
棄
、
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）

年
、
現
世
を
支
配
す
る
大
魔
王
か
ら
の
誘
惑
を
拒
絶
す
る
劇
詩
『
蓬
莱
曲
』

を
刊
行
し
て
、
粗
削
り
な
が
ら
真
率
な
内
面
的
苦
悩
を
表
現
し
、
日
本
近
代

詩
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。 

透
谷
は
西
洋
人
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
や
出
版
活
動
の
通
訳
・
翻
訳
・

編
集
に
多
く
携
わ
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
二
月
、
巖

本
善
治
の
「
女
学
雑
誌
」
に
評
論
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
で
、
新
た
な
価
値
観
を
有
し
た
文
学
者
と
し
て
広
く
印
象
付
け
ら
れ
た
。

明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
一
月
、
同
誌
派
生
の
「
文
学
界
」
の
創
刊
に

関
与
し
て
、
島
崎
藤
村
た
ち
と
近
代
日
本
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
の
思
潮
を

リ
ー
ド
し
、
硯
友
社
グ
ル
ー
プ
や
幸
田
露
伴
に
よ
る
江
戸
文
学
回
帰
や
、
民

友
社
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
事
業
的
な
文
学
観
に
対
峙
し
続
け
た
。
こ
の
時
期
は

硬
質
な
漢
文
訓
読
調
の
文
語
体
で
鋭
い
評
論
を
書
く
こ
と
が
主
で
あ
る
が
、

少
な
い
な
が
ら
小
説
や
叙
情
的
な
詩
も
残
し
て
い
る
。
し
か
し
二
年
足
ら
ず

の
充
実
し
た
評
論
活
動
の
最
中
、
様
々
な
事
情
が
重
な
り
、
明
治
二
十
七
（
一

八
九
四
）
年
に
自
宅
で
縊
死
し
た
。 

 

出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
本
文
は
『
明
治
の
文
学
』
第
16
巻
（
筑
摩
書
房 

平
成
十
四
）
に
よ
っ
た
。

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
は
、
本
文
に
異
同
は
な
い
。 
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語
句
の
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
一
七
八
ペ
ー
ジ 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

上
17
我
が
悲
恋 

「
我
牢
獄
」

の
「
我
」
は
、
実
際
の
牢
獄
に
入
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
「
第
一
期
」
の
「
自
由
」
な

状
態
を
過
ぎ
た
「
第
二
期
」
の
「
我
が
悲
恋
」
に

お
け
る
魂
の
状
態
は
、
ま
さ
に
「
捕
繫
」
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
嘆
い
て
い
る
。 

上
17
凛
々
た
る 

身
に
染
み
て
寒
い
様
。 

下
１
九
腸 

腸
全
体
、
は
ら
わ
た
。 

下
３
籠
中 

か
ご
の
中
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
３
我
が
半
魂
の
行
衛 
恋
人

同
士
の
引
き
裂
か
れ
た
魂
が
求
め
合
う
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
、
プ
ラ
ト
ン
『
饗
宴 

愛
に
つ
い
て
』

の
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ブ
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い

て
喜
劇
詩
人
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
が
唱
え
る
説

を
想
起
さ
せ
る
。
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
に
よ
れ
ば
、

古
来
、
人
間
は
背
中
合
わ
せ
で
「
男
・
男
」「
女
・

女
」「
男
・
女
」
の
い
ず
れ
か
が
一
体
化
し
て
い
る

完
璧
な
存
在
だ
っ
た
が
、
神
ゼ
ウ
ス
の
怒
り
に
触

れ
て
真
っ
二
つ
に
引
き
裂
か
れ
、
そ
の
半
身
を
求

め
て
現
世
を
彷
徨
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
失
わ
れ

た
半
身
を
憧
憬
し
求
め
る
こ
と
が
エ
ロ
ー
ス
で

あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
神
に
従
う
こ
と
を

薦
め
ら
れ
る
。 

下
３
血
涙 

ひ
ど
い
悲
し
み
や
憤
り
の
た
め
に
出
る

涙
。
『
韓
非
子
』
「
和
氏
」
に
由
来
す
る
。 

下
４
雷
音
洞
主 

幸
田
露
伴
の
別
号
。「
我
牢
獄
」
が

対
話
的
に
扱
お
う
と
し
て
い
る
露
伴
の
「
風
流
悟
」

（
『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
四
・
八
）
の
初
出
時
の

筆
名
は
「
雷
音
洞
主
」
で
あ
る
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
４
風
流 

上
品
で
優
美
な
趣

の
あ
る
こ
と
。
優
雅
な
お
も
む
き
。
み
や
び
や
か

な
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
詩
歌
を
作
り
、
そ

の
趣
を
解
し
、
あ
る
い
は
趣
味
の
道
に
遊
ん
で
世

俗
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
も
い
う
。
こ
の
時
期
の
露

伴
は
「
風
流
」
と
い
う
言
葉
を
多
用
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
特
に
「
風
流
悟
」（『
国
民
之
友
』
明
治

二
十
四
・
八
）
を
念
頭
に
置
く
か
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
４
恋
愛 

明
治
初
年
頃
よ
り

英
語lo

v
e

の
訳
語
と
し
て
、「
愛
恋
」「
恋
慕
」
と

共
に
用
い
ら
れ
た
が
、
明
治
二
十
年
代
に
は
「
恋

愛
」
が
優
勢
と
な
っ
た
。 

下
６
捕
繫 

捕
ま
え
て
獄
に
つ
な
い
で
お
く
こ
と
。

拘
束
、
繫
留
す
る
こ
と
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
10
デ
ン
マ
ル
ク
の
狂
公
子 

デ
ン
マ
ー
ク
の
王
子
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
こ
と
。
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
（
一
五
六
四
～
一
六
一
六
）
の
代
表

作
の
一
つ
で
あ
る
五
幕
悲
劇
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」（
一

六
〇
一
頃
）
の
主
人
公
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
狂
っ
た

ふ
り
を
す
る
場
面
も
あ
る
が
、
ふ
り
で
あ
る
の
か

本
当
に
狂
っ
て
い
る
の
か
を
、
周
囲
は
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）

年
六
月
、
横
浜
で
の
ミ
ル
ン
一
座
に
よ
る
「
ハ
ム

レ
ッ
ト
」
を
観
劇
し
た
際
、
後
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
劇
を
全
訳
す
る
坪
内
逍
遥
と
出
会
い
、
自
宅
を

訪
問
す
る
機
会
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
透
谷
を
は

じ
め
と
す
る
「
文
学
界
」
周
辺
の
文
学
者
た
ち
は

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
へ
の
興
味
を
共
有
し
て
い
た
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
10
我
母
が
我
を
生
ま
ざ
り
し

な
ら
ば
と 

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
三
幕
一
場
で
は
、

ハ
ム
レ
ッ
ト
が
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
に
向
け
て
、
有
名

な
「
尼
寺
に
行
け
」
の
台
詞
を
言
い
放
っ
た
後
、

「I
 
a
m
 
m
y
s
el
f
 
i
n
d
if
f
e
re
n
t
 
h
o
n
es
t
; 

b
u
t 

y
e
t
 
I
 
c
o
ul
d
 
a
c
cu
s
e
 
m
e 

o
f
 
s
u
c
h
 
t
hi
n
g
s 

t
h
a
t
 
it
 
w
e
re
 
b
e
tt
e
r
 
my 

m
o
t
h
er
 
h
a
d
 
n
o
t 

b
o
r
n
e
 m
e
:

」
と
続
け
る
。 

下
11
打
ち
喞
た
し
む
る
の
み 

（「
打
ち
」
は
接
頭
語
）

恨
み
嘆
か
せ
る
ば
か
り
、
何
か
の
せ
い
に
し
て
不

平
を
口
に
さ
せ
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

下
12
黄
鳥 

鶯
の
異
名
。
特
に
高
麗
鶯
を
指
す
。
漢

詩
に
用
い
ら
れ
る
。 

下
16
愁
涙 

つ
ら
い
悲
し
み
の
た
め
に
流
す
涙
。 

下
16
蒼
頰 

青
白
く
な
っ
た
、
蒼
白
と
な
っ
た
頰
の
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意
か
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
16
闌
干 

縦
横
に
散
り
乱
れ

る
さ
ま
、
涙
の
盛
ん
に
流
れ
出
る
さ
ま
。
唐
代
の

詩
人
・
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」（
八
〇
六
）
に
は
、

「
玉
蓉
寂
寞
涙
瀾
干
」
（
玉
容
寂
寞
と
し
て
涙
瀾

干
た
り
）
と
あ
る
。「
長
恨
歌
」
は
玄
宗
皇
帝
の
楊

貴
妃
に
対
す
る
悲
恋
の
想
い
を
一
二
〇
句
に
わ

た
り
壮
大
に
描
い
た
長
歌
で
あ
り
、『
源
氏
物
語
』

を
は
じ
め
日
本
文
学
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
例
え

ば
『
保
元
物
語
』
に
は
「
涙
瀾
干
と
し
て
魂
飛
揚

す
と
見
え
て
あ
は
れ
な
り
し
」
と
あ
る
。
涙
と
魂

の
組
み
合
わ
せ
は
、「
我
牢
獄
」
に
も
響
い
て
い
る

か
。 
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鑑
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
我
」
を
語
り
手
と
し
た
一
人
称
の
短
編
小
説
で
あ
る
が
、
前
半
部
分
で

は
「
も
し
」
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
聞
き
手
が
い
る
か
の
よ
う
な
、
そ
の

「
我
」
の
苦
悩
を
誰
か
（
読
者
を
意
識
す
る
か
）
に
訴
え
か
け
る
仕
掛
け
に

な
っ
て
い
る
。
引
用
部
分
は
、
す
で
に
な
ぜ
現
在
の
状
況
が
「
我
牢
獄
」
と

言
い
得
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
説
明
し
た
後
の
結
末
部
近
く
で
あ
り
、
徐
々

に
終
わ
り
な
き
苦
し
い
生
よ
り
も
甘
美
な
死
へ
と
自
ら
を
引
き
寄
せ
て
い
く

勢
い
が
、
リ
ズ
ム
の
あ
る
漢
文
訓
読
調
の
文
語
体
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い

る
。
「
女
学
雑
誌
」
に
画
期
的
な
評
論
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
を
掲
載
さ
れ

た
の
が
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
二
月
で
あ
り
、
そ
の
四
か
月
後
、

「
我
牢
獄
」
は
同
誌
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
小
説
と
い
う
透
谷
に
し

て
は
珍
し
い
ジ
ャ
ン
ル
（
生
涯
に
三
作
の
み
執
筆
）
を
採
用
し
、
す
で
に
透

谷
の
評
論
を
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
同
誌
読
者
に
訴
え
か
け
た
い
も
の

が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
作
に
は
付
記
が
あ
り
、
「
旧
作
を
訂

し
」
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、「
篇
中
の
思
想
の
頑
癖
に
至
り
て
は
或
は
今
日

の
余
の
思
想
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
付
記
で
の

自
称
詞
は
「
余
」
で
あ
り
、「
我
牢
獄
」
に
つ
い
て
は
過
去
の
「
思
想
」
と

し
て
相
対
化
し
て
い
る
点
を
考
慮
し
た
上
で
、
そ
の
求
心
的
な
内
容
と
形
式

を
読
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

本
作
は
十
四
の
形
式
段
落
（
①
～
⑭
で
表
記
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

①
で
は
自
分
は
虫
も
殺
せ
な
い
ほ
ど
に
臆
病
だ
が
「
我
は
牢
獄
の
中
に
あ
」

る
こ
と
、
②
で
は
獄
吏
さ
え
い
な
い
天
然
の
独
房
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ

る
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
牢
獄
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
確
か
に
「
自
由
」

を
謳
歌
で
き
た
「
故
郷
」
と
呼
ぶ
べ
き
第
一
期
が
あ
り
、
現
在
は
牢
獄
に
囚

わ
れ
た
第
二
期
だ
が
、「
故
郷
」
を
想
起
で
き
る
か
ら
希
望
が
持
て
て
い
る

と
す
る
（
③
）
。
た
ま
に
牢
獄
に
見
舞
い
に
来
る
名
誉
・
権
勢
・
富
貴
・
栄

達
は
「
我
」
に
対
す
る
獄
吏
と
言
え
る
が
（
④
）
、
牢
獄
で
出
会
う
こ
れ
ら

の
世
俗
的
価
値
を
天
使
だ
と
勘
違
い
す
る
人
々
も
い
る
（
⑤
）
。
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
仮
託
し
た
よ
う
に
、「
我
」
も
ま
た
天
地
の
間
を

這
う
愚
か
者
に
過
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
現
世
的
な
こ
と
に
は
満
足
で
き
な
い

（
⑥
）。
⑦
で
は
露
伴
の
「
風
流
」
論
を
意
識
し
つ
つ
、
「
我
が
心
宮
を
観
ず

る
こ
と
」
は
難
し
い
が
、
「
風
流
」
す
な
わ
ち
「
趣
味
と
称
す
る
魔
力
」
も

信
頼
で
き
ず
、
獄
吏
か
天
使
で
あ
る
か
は
判
断
で
き
な
い
と
述
べ
る
。 

 

⑧
か
ら
が
本
作
の
核
心
で
あ
る
。「
我
」
が
牢
獄
に
い
る
と
気
付
い
た
時

に
は
、
牢
獄
に
は
「
我
が
霊
魂
の
半
塊
」
が
残
り
、「
故
郷
」
に
残
り
の
半

部
が
引
き
裂
か
れ
て
あ
る
。
普
段
は
「
故
郷
」
を
忘
却
し
て
い
る
が
、
た
だ

一
つ
、「
悲
恋
を
湊
中
す
べ
き
者
」
が
い
た
こ
と
は
記
憶
し
て
お
り
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
て
「
我
が
悲
恋
」
は
い
や
増
す
の
み
だ
と
す
る
。
⑨
で
は
、

「
我
が
牢
獄
」
と
「
故
郷
」
の
構
造
が
語
ら
れ
る
。「
我
恋
ふ
人
」
に
初
め

て
出
会
っ
た
時
、「
我
霊
魂
」
の
半
部
は
失
わ
れ
て
彼
女
の
中
に
入
り
、
同

様
に
「
彼
女
の
霊
魂
」
の
半
部
も
失
わ
れ
て
「
我
」
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
の
牢
獄
の
「
我
」
の
中
に
あ
る
二
人
の
半
部
同
士
で
は

「
円
成
せ
る
霊
魂
」
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
故
郷
」
に
い
る
彼
女
の

そ
れ
ぞ
れ
の
半
部
が
お
互
い
に
必
要
な
は
ず
な
の
に
、
二
つ
の
世
界
を
行
き

来
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
⑩
で
は
、
夢
で
逢
え
た
と
思
っ
て
も
、
す
ぐ
に

恐
ろ
し
い
悪
夢
へ
と
変
じ
る
が
、
そ
れ
で
も
現
実
よ
り
眠
り
の
方
が
慰
め
ら

れ
る
と
漏
ら
す
。 

 

引
用
箇
所
は
⑪
と
⑫
に
当
た
る
が
、
漢
文
学
の
教
養
（
白
居
易
）
と
西
洋

の
教
養
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
恐
ら
く
は
プ
ラ
ト
ン
）
を
動
員
し
な
が
ら
、
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露
伴
の
「
風
流
」
論
で
は
や
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
「
悲
恋
」
の
「
無

風
流
」
な
苦
し
み
を
、
歯
切
れ
の
よ
い
文
語
体
で
構
築
し
て
い
く
。
こ
こ
で

は
、
「
恋
愛
」
に
囚
わ
れ
た
こ
と
と
「
牢
獄
」
に
囚
わ
れ
た
こ
と
は
恐
ら
く

同
根
な
の
だ
が
、
そ
の
必
然
的
な
矛
盾
が
、
「
我
を
殺
す
」
よ
う
に
仕
向
け

な
が
ら
、
「
死
す
能
わ
ざ
る
」
意
志
も
「
我
」
に
発
現
さ
せ
て
い
る
と
い
う

「
狂
」
に
肉
迫
す
る
。
し
か
し
、
「
黄
鳥
」
の
声
に
よ
っ
て
一
瞬
生
じ
る

「
恋
人
の
姿
」
の
幻
で
は
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
悲
恋
」
を
活
写
し
、

さ
ら
に
⑬
で
「
我
」
は
中
国
の
伝
説
の
仙
女
の
力
で
も
満
た
さ
れ
な
い
こ
と

を
述
べ
、
⑭
で
は
「
死
」
に
導
か
れ
、
遂
に
は
「
我
」
は
読
者
に
「
お
さ
ら

ば
な
り
」
と
告
げ
る
。 

小
説
の
か
た
ち
を
借
り
る
こ
と
で
、「
我
」
の
極
端
に
観
念
的
な
「
悲

恋
」
へ
の
衝
動
が
収
斂
し
て
い
く
地
点
ま
で
描
き
切
っ
た
。
引
用
箇
所
は
、

特
に
心
的
世
界
に
お
い
て
理
屈
が
袋
小
路
を
形
成
す
る
過
程
を
追
っ
て
い

る
。
新
た
な
価
値
観
や
観
念
に
対
す
る
、
い
わ
ば
「
我
」
と
い
う
プ
リ
ズ
ム

を
通
し
た
試
験
運
用
の
記
録
と
で
も
呼
び
た
い
よ
う
な
鮮
烈
さ
が
、
西
洋
の

言
葉
を
巧
み
に
取
り
込
む
漢
文
訓
読
調
に
共
存
す
る
。
た
だ
、
露
伴
文
学
の

理
解
が
一
面
的
で
あ
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。『
透
谷
と
近
代
日

本
』
（
共
編
、
翰
林
書
房 

平
成
六
）
所
収
の
平
岡
敏
夫
「
透
谷
と
明
治
二

十
年
代
小
説―

―

ひ
と
つ
の
反
省
・「
風
流
悟
」
と
「
我
牢
獄
」
」
が
参
考
に

な
る
。 

（
小
澤 

純
） 


